
現実化してきたGDTFとMVRの有効活用

エンターテイメント機器のフォーマットと

3Dデータ形式の効率的な作業とデータ共有の役割について



GDTFとは

• GDTF（General Device Type Format)

• 2018年にVectorWorks社、Ma Lighting社、Robe 
Lighting社の3社が提唱したロイヤリティフリーの標準規格

• 目的は照明機器メーカー、CADプログラム、ビジュアライ
ジングソフトウェア、照明コンソールで使用でき人が読める
形式にする事で、シームレスにフィクスチャーライブラリを
使うことが出来る

中身は

1：灯体モデル（２D/3D）

2：灯体イメージ

3：ゴボイメージ

4：各種情報をまとめたXML（マークアップ）ファイル

以上の4つで構成されている

これらを1つのフォルダーにまとめてZIP化して拡張子を.gdtf
にした物



GDTFのメリット

• コンソールメーカー
• 共通化されていることで各パラメーターのレンジを含めて自動取り込

みが出来る

• ゴボ・カラーイメージをボタンに表示できる

• ライトメーカー
• コンソール別のライブラリを作る必要がない

• CADメーカー
• 重量や電気容量の情報を持つことから応用ができる



GDTFのメリット

拡張子の「.gdtf」を「.zip」に変更して解凍すると

それぞれを見る事が出来る

「models」の中は３Dモデル（glbまたは3ds）

「wheel」の中はゴボイメージ（png）

thumbnailは２D（ベクターとラスターイメージ）

Description.xmlはテキストマークアップファイル

GDTFの中身



MVRとは

• MVR（My Virtual Rig)
• ライトとオブジェクト（セット等）が配置されたシーン情報

中身は

1：使われているGDTFファイル

2：3Dオブジェクト

3：XML（マークアップ）ファイル

 GDTFライトの位置・向き・アドレス情報

 ３Dオブジェクトの位置情報

 この2つを記述している

これらを1つのフォルダーにまとめてZIP化して拡張子を. mvr
にした物



MVRの中身

使われているライトのgdtfファイル
3Dモデル（glbまたは3DS）

上記の2つの位置情報

xmlファイルの中身もテキストベースなので読むこ
とが可能です

Pythonなどを使って、アドレス情報をExcelにす
る事も出来るでしょう



gdtf-Share.com
gdtf.eu

• Gdtf-share.com
• 正式なホームページ

• Find fixtureでgdtfファイルを入手可能

• メーカーがリリースした物や、ユーザーがカスタ
マイズした物などが入手可能



gdtf-Share.com
gdtf.eu

• Gdtf-share.com
• 正式なホームページ

• Find fixtureでgdtfファイルを入手可能

• Build fixtureでgdtfファイルを作成可能

• カスタマイズや新規でライブラリを作る事が可能



gdtf-Share.com
gdtf.eu

• Gdtf.eu
• GDTF-Share.comとは無関係

• Gdtf/mvr関係の情報をリリースしている

• オンラインでgdtfファイルの情報を見るための
ツール

• オンラインでmvrの中のgdtfを変更するツール

• mvr-exchange（リアルタイムでmvrデータ変更
を通信するプロトコル）の情報が満載

• 様々な情報が入手可能



gdtf/mvrの今後

• 2020年に規格DIN SPEC 15800 として承認
• DINはドイツ工業規格

• 2022年にUpdate

• 202３年12月DIN SPEC 15801としてMVRが
承認される

• 今後も規格化されていく可能性大

• ユーザーの増加
• Unreal Engineでプラグインが実装

• BlenderにDMXプラグインが登場

無償で使える事から、一般ユーザーが使用する事で
新たなプラグインや機能が登場する可能性大
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